
（代）

7月末現在  （前月比） 7月中の異動
（－３人）
（＋５人）
（＋２人）
（＋２世帯）

６，７８２人
７，４０６人
１４，１８８人
４，７５４世帯

４人
１１人
１８人
９人

（前月比＋3）

（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）

（58.7％）

（87．6％）
（81．8%）
（94．6%）
（83．1%）
（86．0%）
（58．4%）
（81．4%）
（55．2%）

1,116／約1,900

113／129
148／181
35／037
216／260
111／129
45／077
215／264
201／364

（件）（7月31日現在）

（幸平・美和）

（ 由 美 ）

（宏通・まゆみ）

（女）

（男）

（男）

東吉田

芝　崎

晩　稲

/

/

/

28

７

20

６

７

７

り ほ

ら い き

ゆ う と

髙　田　梨　帆

濱　口　來　輝

大　井　悠　跳

（８９）

（７８）

（６７）

（８４）

（７６）

（９４）

（８７）

（９５）

（８５）

（７８）

東本庄

西岩代

北　道

徳　蔵

南　道

東岩代

東吉田

西本庄

東神野川

東吉田

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

３０

２

３

３

４

５

１１

１６

２０

３０

６

７

７

７

７

７

７

７

７

７

（ 保 樹 ）

（ 昌 夫 ）

（谷中良子）

（小川敬子）

（ 浩 司 ）

（ 久 夫 ）

（ 文 一 ）

（ 建 次 ）

（ 一 男 ）

（ 和 広 ）

久　保　雪　枝

大　江　壽　男

竹　邉　文　雄

片　岡　道　子

寺　本　ちゑ子

井　野　フジヱ

　　岡　義　弘

畑　野　サヨヱ

山　田　𠮷　彦

榎　本　竹　夫

防災の日ほか・・・・・・・・２～３
活力ある長寿社会ほか・・・・・・４
下水道の日ほか・・・・・・・・・５
まちのほっとニュース・・・・６～７

としょかん通信・・・・・・・・・８
くらしの情報・・・・・・・・９～12
ふれ愛センターだより・・・・・・13
くらしの情報カレンダー・・14～15

2011（平成23年）
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広
報
み
な
べ
９
月
号

平
成
23
年
９
月
１
日
発
行（
第
84
号
）

笑顔と会話が

（ふれ愛センターで）

健康の秘訣！

　7月17日、白浜町で2011年少林寺拳法県民体育大会が開催さ
れ、南部支部の選手の皆さんが優秀な成績をおさめました。
【組演武】●小学2年生以下の部　優秀＝杉本怜平・坂本一樹　
優良＝大山葵・南部琴子●小学3年生の部　４位＝阪口稜真・山ノ
内大雅、５位＝坂本夏美・前田明日香●小学4年生の部　優秀＝
南部慶道・花光大生、第５位＝畑垣聖・中川弘陸、第６位＝久保井
涼・小谷晃喜●小学5・6年生３級以上の部　４位＝杉本侑亮・小
西翔太●小学生有段の部　優秀＝上野恵吾・森忠大●中学生有
段の部　最優秀＝小西悠介・宮本大暉、優秀＝阪本亜弥・坂北瑞
歩、５位＝﨑山晴希・森星奈●一般男子三段の部　優秀＝榎佑介・
池上亮、優良＝上野章・児玉智
【団体演武】●中学生の部　最優秀＝南部（阪本亜弥・坂北瑞歩・
宮本大暉・小西悠介・出口皓喜・井上峻・森星奈・﨑山晴希）●一般
の部　優良＝南部（竹中恵介・堀口敏寿・玉口徹・宮本一輝・榎悠
介・池上亮）〔敬称略〕

　８月６日・７日、第５回ナガセケンコー旗大会兼佐川急便旗学
童秋季大会の県大会が開催されました。試合は県内各地の予選
を勝ちあがった１６チームによるトーナメント戦で、日高地方代表
で出場した上南部少年野球クラブが準優勝しました。
　優勝した上南部少年野球クラブのメンバーは、次の子どもたち
です。
林悠平、瀧川直樹、森本敦貴、坂口賦、武田僚大、和田茉由乃、
谷本大輝、團栗裕貴、小山倖生、岩本和真、内本航太、東純弥、
谷口大樹、松下晃己、早田りく、久保亮太、栗原怜央、西山翔、勇
惣真伍、西山佳希〔敬称略〕

県大会で上南部少年野球クラブが準優勝

中学生有段の部と団体演武で最優秀賞

上南部少年野球クラブの皆さん

南部支部の皆さん
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日
本
は
自
然
的
条
件
か
ら
、地
震
や
台
風
、豪
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
や
す
く
、

全
国
各
地
で
災
害
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

事
前
の
備
え
に
よ
り
、
被
害
を
未
然
に
防
い
だ
り
、
軽
減
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

も
う
一
度
、
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

『
９
月
１
日
は
防
災
の
日
！
』

も
う
一
度
、
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
台
風
や
大
雨
が
降
る
前
に
】

●
窓
や
雨
戸
は
し
っ
か
り
と
カ

ギ
を
か
け
、
必
要
に
応
じ
て
補

強
す
る
。

●
側
溝
や
排
水
口
は
清
掃
し
て
、

水
は
け
を
よ
く
し
て
お
く
。

●
庭
木
の
補
強
や
風
で
飛
ば
さ

れ
そ
う
な
物
は
固
定
し
た
り
、

家
の
中
に
格
納
す
る
。

●
雨
戸
や
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
め

た
り
、
割
れ
た
と
き
の
ガ
ラ
ス

の
飛
散
を
防
ぐ
た
め
に
ガ
ラ
ス

窓
に
テ
ー
プ
を
貼
っ
た
り
、
外

か
ら
の
飛
来
物
の
飛
び
込
み
に

備
え
て
、
カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ
イ

ン
ド
も
お
ろ
し
て
お
く
。

【
台
風
が
接
近
し
て
い
る
と
き
】

●
台
風
情
報
や
注
意
報
・
警
報

に
気
を
つ
け
る
。

●
危
険
な
場
所
に
近
づ
か
な
い
。

台
風
や
大
雨
に
備
え
て

●
切
れ
た
電
線
な
ど
に
は
近
づ

か
な
い
。

●
台
風
の
強
い
風
は
二
段
構
え

で
や
っ
て
き
ま
す
。
吹
き
返
し

の
強
風
が
あ
る
の
で
、
風
が
弱

ま
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に

外
に
出
る
こ
と
は
危
険
で
す
。

●
や
む
を
え
ず
戸
外
に
出
る
と

き
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
を
か

ぶ
り
、
飛
来
物
か
ら
身
を
守
る
。

地
震
に
備
え
て

●
家
具
は
固
定
金
具
で
固
定
し

て
お
く
。

●
家
具
の
ガ
ラ
ス
部
分
に
は
、
飛

散
防
止
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
貼
る
。

●
開
き
扉
に
は
ス
ト
ッ
パ
ー
な

ど
を
つ
け
る
。

●
重
い
物
、
わ
れ
や
す
い
物
は

高
い
と
こ
ろ
に
乗
せ
な
い
。

●
家
具
の
配
置
と
寝
る
位
置
を

工
夫
す
る
。

●
ガ
ラ
ス
の
飛
散
に
備
え
て
、

近
く
に
厚
手
の
ス
リ
ッ
パ
を
用

意
し
て
お
く
。

日
頃
か
ら
の
備
え
を

●
非
常
用
品
を
ま
と
め
て
、
持

ち
出
し
袋
な
ど
に
入
れ
て
お
く
。

●
断
水
に
備
え
て
飲
料
水
の
確

保
や
浴
槽
に
水
を
張
る
な
ど
し

て
、
ト
イ
レ
な
ど
の
生
活
用
水

を
確
保
す
る
。

●
家
族
や
近
所
の
人
と
避
難
場

所
や
経
路
、
連
絡
方
法
を
確
認

し
て
お
く
。

避
難
は
あ
わ
て
ず
、

　

す
み
や
か
に

●
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
情

報
に
注
意
し
て
、
早
め
の
避
難

を
心
が
け
る
。

●
避
難
の
前
に
は
必
ず
火
の
始

末
を
す
る
。

●
避
難
の
際
は
持
ち
物
は
最
小

限
に
し
、
背
中
に
背
負
う
な
ど

し
て
、
両
手
は
自
由
に
使
え
る

よ
う
に
し
て
お
く
。

●
安
全
の
た
め
防
災
ず
き
ん
や

ヘ
ル
メ
ッ
ト
で
頭
を
保
護
し
、

靴
は
底
の
厚
い
も
の
が
よ
い
。

●
デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
冷
静

に
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
。

●貴重品（現金・印鑑・免許証など）
●飲料水、食料（３日分程度）
●携帯ラジオ
●懐中電灯、予備電池、マッチ、ライター、ろうそく
●カセットコンロ、予備のボンベ、固形燃料
●救急医薬品（常備薬、持病薬、絆創膏、包帯、
　消毒液など）
●衣類等（下着、Ｔシャツ、ジャンパー、タオル、毛布など）
●防災ずきんやヘルメット、軍手、マスク、雨具
●筆記用具、万能ナイフ、裁縫道具
●ビニール袋、ティッシュ（トイレット・ウエット）、　
　新聞紙
●家族状況に応じた品（ミルク、オムツ、生理用品、　
　携帯電話、予備キーなど）

備えておきたい備蓄品や非常用品
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取
り
付
け
ま
し
た
か
？

  
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

　

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
平

成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
す
べ

て
の
住
宅
に
「
住
宅
用
火
災
警

報
器
」
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
日
高
広
域
消
防
本

部
の
調
査
に
よ
る
と
、
町
内
の

一
般
住
宅
で
の
設
置
率
は
ま
だ

低
く
、
設
置
さ
れ
て
い
な
い
家

庭
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

火
災
に
よ
る
死
者
の
８
割
は

住
宅
火
災
か
ら
発
生
し
て
お
り
、

火
災
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
て
、

被
害
の
拡
大
を
防
い
で
く
れ
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
重
要
性

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
こ
と
で
、
万
が
一
、
火
災

が
起
き
て
も
、
早
期
発
見
や
避

難
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
火
災

か
ら
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、

早
急
な
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
、

品
質
を
保
証
す
る

日
本
消
防
検
定
協

会
の
鑑
定
合
格
証

「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」
が

表
示
さ
れ
て
い
る

　

高
齢
者
世
帯
等
の
既
存
住
宅

に
お
い
て
「
住
宅
用
火
災
警
報

器
」
を
設
置
し
た
方
に
対
し
て

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度

は
、
引
き
続
き
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

補
助
対
象
と
な
る
世
帯
主
の

方
は
、
交
付
申
請
書
（
請
求
書
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

購
入
し
た
火
災
警
報
器
の
領
収

書
を
持
っ
て
、
総
務
課
ま
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
内
容
を
確
認
し
た
上

で
補
助
金
の
交
付
を
行
い
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
総
務
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
世
帯
等
の
方
の

  

設
置
補
助
期
間
が

    

延
長
さ
れ
て
い
ま
す

も
の
を
購
入
の
目
安
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
日
高
広
域
消

防
本
部
予
防
課
（
℡
０
７
３
８

─
63
─
２
０
０
０
）、
ま
た
は
南

部
出
張
所
（
74
─
３
１
１
９
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

７
月
27
日
、
小
学
６
年
生
を
対

象
に
第
６
回
町
内
水
泳
大
会
（
町

体
育
協
会
主
催
）
が
、
南
部
小

学
校
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
会
に
は
町
内
の
小
学
校

か
ら
78
人
が
参
加
し
て
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　

各
種
目
の
入
賞
者
と
成
績
は

次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）　

【
25
ｍ
自
由
形
】

〔
男
子
〕
①
下
村
祐
輝
（
高
小
）

16
秒
86　

②
山
本
悠
生
（
上
小
）

③
井
口
翔
貴
（
上
小
）

〔
女
子
〕
①
舩
山
さ
く
ら
（
高
小
） 

17
秒
11　

②
和
田
茉
由
乃
（
上

小
）　

③
内
川
葵
（
岩
小
）

【
50
ｍ
自
由
形
】

〔
男
子
〕
①
栗
山
啓
（
南
小
）
36

秒
８　

②
下
村
祐
輝
（
高
小
）　

③
山
本
悠
生
（
上
小
）

〔
女
子
〕
①
下
野
は
る
か
（
高
小
）

37
秒
27　

②
内
川
葵
（
岩
小
）

③
樫
山
真
実
（
上
小
）

【
25
ｍ
平
泳
ぎ
】

〔
男
子
〕
①
栗
山
啓
（
南
小
） 

22

秒
87　

②
爰
川
朔
哉
（
岩
小
）　

③
坂
本
延
哉
（
上
小
）

〔
女
子
〕
①
舩
山
さ
く
ら
（
高
小
）

23
秒
73　

②
藤
井
優
香
（
上
小
）

③
大
野
沙
恵
（
南
小
）

【
50
ｍ
平
泳
ぎ
】

〔
男
子
〕
①
坂
本
延
哉
（
上
小
）

56
秒
41　

②
爰
川
朔
哉
（
岩
小
） 

③
團
栗
裕
貴
（
上
小
）

〔
女
子
〕
①
下
野
は
る
か
（
高
小
）

48
秒
81　

②
藤
井
優
香
（
上
小
）

③
庄
司
理
子
（
上
小
）

【
25
ｍ
×
４
リ
レ
ー
】

〔
男
子
〕
①
上
小
６
年
２
組
（
井

口
翔
貴
、岩
本
和
真
、團
栗
裕
貴
、

山
本
悠
生
）
１
分
16
秒
１

〔
女
子
〕
①
高
小
６
年
（
下
野
は

る
か
、
道
本
有
賀
、
鎌
倉
彩
希
、

舩
山
さ
く
ら
）
１
分
20
秒
60

～子どもと高齢者の交通事故防止～

各
種
目
で
１
位
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん

９月30日は
「交通事故死ゼロを目指す日」です

★夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の
　交通事故防止

★全ての座席のシートベルトとチャイルド
　シートの正しい着用の徹底

★飲酒運転の根絶

平成 23年
秋の全国交通安全運動
９月21日（水）～9月30日（金）

練
習
の
成
果
を
発
揮
！ 

町
内
水
泳
大
会
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９
月
15
日
は
「
老
人
の
日
」、

９
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
は

「
老
人
週
間
」
で
す
。
ま
た
９

月
第
３
月
曜
日
（
19
日
）
は
「
敬

老
の
日
」
で
す
。

　
「
老
人
の
日
」、「
老
人
週
間
」

は
、
①
国
民
の
間
に
老
人
の

福
祉
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め

る
。
②
老
人
が
自
ら
の
生
活
の

向
上
に
努
め
る
意
欲
を
促
す
。

と
い
う
二
つ
の
目
的
の
た
め
に

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

“
み
ん
な
で
築
こ
う
活
力
あ
る
長
寿
社
会
”

『
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
、
生
き
が
い
を
持
っ
た
生
活
を
送
る
た
め
に
』

１
．
す
べ
て
の
高
齢
者
が
安
心

し
て
自
立
し
た
生
活
が
で
き

る
、
保
健
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
ふ
れ
あ
い
の
輪
を

広
げ
よ
う
。

２
．
高
齢
者
の
知
識
、
経
験
や

能
力
を
い
か
し
た
、
就
労
・
社

会
参
加
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
進
め
よ
う
。

３
．
高
齢
者
の
介
護
予
防
、
生

き
が
い
・
健
康
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
を
進
め
よ
う
。

４
．
高
齢
者
の
人
権
を
尊
重
し
、

「
認
知
症
」
と
介
護
問
題
を
み

ん
な
で
考
え
、
高
齢
者
や
介
護

者
を
支
え
る
取
り
組
み
を
積
極

的
に
進
め
よ
う
。

５
．
高
齢
社
会
に
お
け
る
家
族

や
地
域
社
会
等
の
役
割
を
理
解

し
、
お
互
い
に
協
力
し
て
活
力

あ
る
長
寿
社
会
を
つ
く
ろ
う
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
家
庭
、
地
域
社

会
、
職
場
、
学
校
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
場
面
で
世
代
間
の
か
か
わ

り
を
深
め
、
社
会
全
体
の
テ
ー

マ
と
し
て
、
ま
た
私
た
ち
の
身

近
な
問
題
と
し
て
、
誰
も
が
健

康
で
安
心
し
て
、
生
き
が
い
を

持
っ
た
生
活
を
送
る
こ
と
の
で

故
寺
本
恵
一
氏
が
旭
日
単
光
章
を
受
章

　

故
寺
本
恵
一
さ
ん
（
筋
）
が

旭
日
単
光
章
を
受
賞
さ
れ
、
家

族
の
方
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

寺
本
さ
ん
は
、
昭
和
42
年
か

ら
平
成
３
年
ま
で
通
算
４
期
16

年
間
、
南
部
川
村
議
会
議
員
を

務
め
ら
れ
、
そ
の
間
、
議
会
議

長
、
議
会
産
業
常
任
委
員
会
委

員
長
な
ど
を
歴
任
し
、
豊
か
な

発
想
力
と
先
見
の
明
に
よ
り
、

農
業
振
興
を
は
じ
め
と
す
る
村

政
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
地
方
自
治
に
貢

献
さ
れ
た
功
績
を
賞
さ
れ
た
も

の
で
す
。

目
指
す
五
つ
の
目
標

　

ま
た
「
敬
老
の
日
」
は
、
多

年
に
わ
た
り
社
会
に
つ
く
し
て

き
た
老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を

祝
う
日
で
す
。

 

「家族だけで介護するのは大変…」
「近所の一人暮らしのお年寄りの方が心配…」
　こんな悩みを抱えていませんか？
　地域包括支援センターは、介護や健康、医療など様々な面から地域で暮らす
高齢のみなさんを支えるための拠点です。
　みなさんが住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、関係機関と力を合わせ
て支援しています。
　ぜひお気軽にご利用下さい。

“自分ひとりで悩んでいませんか？”

連絡先：地域包括支援センター
（東本庄　ふれ愛センター内）　℡７４－８０６５へ

高齢者福祉の総合窓口　
地域包括支援センター　

き
る
、
活
力
あ
る
長
寿
社
会
を

築
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。
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早
期
の
つ
な
ぎ
こ
み
を
お
願
い
し
ま
す

９
月
10
日
は
『
下
水
道
の
日
』

　

町
の
下
水
道
に
は
、
公
共
下

水
道
と
農
業
集
落
排
水
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
事
業
が

実
施
さ
れ
な
い
地
区
に
つ
い
て

は
、
合
併
浄
化
槽
を
設
置
し
て

も
ら
う
よ
う
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
末
現
在
、
町

が
ど
れ
だ
け
下
水
道
の
設
備
を

整
備
し
て
い
る
か
を
表
す
普
及

率
（
※
１
）
は
89
・
０
％
、
世

帯
数
に
す
る
と
約
４
２
４
０
戸

で
す
。

　

ま
た
、
実
際
に
ど
れ
だ
け
の

世
帯
が
下
水
道
に
つ
な
ぎ
こ
ん

だ
り
合
併
浄
化
槽
を
設
置
し
た

り
し
て
い
る
か
を
見
る
水
洗
化

率
（
※
２
）
は
64
・
７
％
、
世

帯
数
に
す
る
と
約
２
６
５
０
戸

で
す
。

　

尚
、
平
成
23
年
度
に
行
う
公

共
下
水
道
の
工
事
は
、
堺
地
区

の
一
部
と
東
吉
田
地
区
の
一
部

を
施
工
す
る
予
定
で
す
。

町
の
水
洗
化
率
65
％

普
及
率
（
※
１
）

　

下
水
道
へ
つ
な
ぎ
こ
み
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
地
区
の
人

口
と
下
水
道
事
業
が
実
施
さ
れ

な
い
地
区
の
合
併
浄
化
槽
設
置

済
人
口
の
合
計
を
、
町
全
体
の

人
口
で
割
っ
た
割
合
。

水
洗
化
率
（
※
２
）

　

下
水
道
に
つ
な
ぎ
こ
み
使
用

さ
れ
て
い
る
人
口
と
下
水
道
事

業
が
実
施
さ
れ
な
い
地
区
の
合

併
浄
化
槽
設
置
済
人
口
の
合
計

を
、
町
全
体
の
人
口
で
割
っ
た

割
合
。

 

子
ど
も
た
ち
に

　

き
れ
い
な
水
を
伝
え
た
い
！

　

下
水
道
施
設
は
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て

こ
そ
効
率
性
が
よ
く
な
り
ま
す

（
微
生
物
も
食
べ
物
が
増
え
て

よ
り
よ
く
働
き
ま
す
）。

　

ま
た
、
下
水
道
を
利
用
し
て

快
適
な
生
活
を
営
む
方
が
増
え

る
こ
と
は
、
下
水
道
使
用
料
の

増
収
に
つ
な
が
り
、
町
の
下
水

道
会
計
（
公
共
下
水
道
事
業
と

農
業
集
落
排
水
事
業
）
の
健
全

化
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
子
ど
も
の
こ
ろ
遊

ん
だ
川
は
今
も
き
れ
い
で
し
ょ

う
か
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
、
き
れ
い
な
水
、
川
や
海
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
伝

え
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
大

人
の
役
目
で
す
。

　

つ
な
ぎ
こ
み
が
可
能
な
区
域

に
住
ん
で
い
る
が
、
ま
だ
下
水

道
へ
つ
な
ぎ
こ
み
を
し
て
い
な

い
と
い
う
皆
さ
ん
、
何
か
と
ご

都
合
は
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
安
心
で
き
る
水
環
境
を
つ

く
る
た
め
、
下
水
道
へ
１
日
も

早
い
つ
な
ぎ
こ
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
上
下
水
道
課
・

下
水
道
係
（
℡
72
─
３
６
０
５
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　分離マスとは、台所、お風呂、洗面所などから流れる野菜くず、油、髪
の毛などを除去するために設けられた ｢桝（ます）｣ です。
　分離マスの掃除をしないと、台所、お風呂、洗面所などから悪臭がしたり、
また宅内の排水管がつまって流れなくなったり、下水道施設に影響をあた
えます。
　週に１回程度、マスの掃除を行ってください。

分離マスの定期的な清掃をお願いします

　ふれ愛センターでは、毎日（土曜日の午後及び日曜祝日を除く）ボランティア
による喫茶を運営しています。
　時間は、午前９時～１１時と午後１時～３時です。
　月２回、２時間程度、コーヒーなどを入れたり、みんなとお話をしたりしてく
れる方、年齢を問わず募集しています。
　人とのふれあいの大好きな方、ぜひご協力下さい。

お問い合わせは、ふれ愛センター保健師 まで　

ふれ愛喫茶 ボ ラ ン テ ィ ア 募 集
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夏休み、楽しい思い出できたかな？
アユの動きはすばやかったよ

ひとつの出会いから　東京の女子大生がみなべ町を訪問

　７月25日、南部川体験学習会が西本
庄、南部川河川敷で行われ、町内の小
学生ら約１５０名が参加しました。
　この学習会は、子どもたちに地元の
川に親しんでもらおうと南部川漁業協
同組合と県内水面漁業協同組合連合会
が主催し、みなべ川森林組合、町青少
年育成町民会議、町建設業組合、母親
クラブが共催して毎年行っています。
　子どもたちは、県職員らから「川に
すむ生き物」について学んだ後、アマ
ゴの稚魚を川へ放流しました。また、
川原に設けられた囲いの中へ放流した
アユのつかみどりもあり、子どもたち
は動きの素早いアユを夢中で追いかけ
ていました。

イカをさばくのは初めて

　７月31日、夏の子どもまつり2011
が堺漁港で開かれ、幼児や小学生、
保護者など多くのみなさんが参加し
ました。
　このまつりは、子どもたちに身近
な海の自然にふれてもらおうと町地

北道王子祭２０１１　今年もみんなで楽しみました！

　８月３日、北道王子祭が王子神社や北道会館周
辺で行われ、多くのみなさんでにぎわいました。
　昼の部は、子どもたちがもちつき大会やゲーム
などで楽しみ、夜の部は、みなべジュニアバンド
の演奏で始まり、少林寺拳法の演武、よさこい踊
り、古谷学さんのコンサート、北道王子太鼓など

まずは自分が助かる。結果的に全員が助かる！

　８月19日、南部高等学校で地域防災リーダー育成のた
めの「高校生防災スクール」が開催されました。スクール
では午前中は地震に関する講話と炊き出し・配膳訓練、
午後は普通救命講習や防災実技講習が行われました。
　防災実技講習では、事前に日高広域消防南部出張所
職員から指導を受けた南部高校の生徒が、参加した高
校生や中学生に担架作りやダンボールなどを使った応急
手当法などを教えました。

　８月19日、南部長寿大学で、紀州梅の郷救助隊、尾﨑剛通隊長に
よる「震災について」の講演が行われました。スライドを映しながら
東日本大震災の被災地や紀州梅の郷救助隊の活動の様子、被災地
の方の要望や感謝の声など、実際に現場に行かれた方ならではのお
話をされていました。
　また、「今、災害が起こったらどうしたらいいか」日頃から考えてお
くことで、災害時の行動が自然と身につくと話され、「まずは自分が
助かる。すると結果的にみんなが助かっている。」など、すばやい避
難の必要性も話され、受講者の皆さんは熱心に聞いていました。

　８月21日、介護老人福祉施設「虹」（埴田）で、恒例の
にじまつりが開かれました。
　施設の玄関前ではゲームコーナーや焼きそばなどの出
店が開かれ、館内の地域交流スペースのステージでは、
北道王子太鼓や大正琴など多彩な催しや抽選会も行わ
れ、施設を訪れた方や子どもたちは入所者と一緒に夏の
ひと時を楽しみました。

”災害に備えて”わたしたちが地域防災リーダーに

　８月３日、日本女子大学（東京都）の植田教授と家政学部の学生７
人がみなべ町を訪れました。
　農業振興協議会の委員さんが昨年参加した東京での研修会で、
植田教授と出会い「梅」について話されたことで、今回みなべ町での
合宿が実現しました。
　皆さんは、県の梅研究所や梅振興館の見学、梅染め体験、梅料理
の試食など、梅全般にわたって勉強をされました。これが縁でまた次
の人に「みなべの梅」の良さが伝わっていくといいですね。

介護老人福祉施設「虹」で
　　　　　にじまつりを開催

域活動連絡協議会や紀州日高漁協南部町支所、町青少年育成町民会
議、町教育委員会などでつくる実行委員会が主催で毎年行われていま
す。子どもたちはイサギの稚魚を海へ放流したり、アジなど魚のつか
みどりやイカをさばいて一夜干しを作る体験などを楽しみました。
　また会場では、備長炭で焼いた目刺しの試食や海産物などの販売、
抽選会も行われ大変なにぎわいでした。

が披露されました。皆さんは地域の方との交流や
憩いの場として毎年楽しみにされていて、夏の楽
しい思い出のひとつになったようでした。
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域活動連絡協議会や紀州日高漁協南部町支所、町青少年育成町民会
議、町教育委員会などでつくる実行委員会が主催で毎年行われていま
す。子どもたちはイサギの稚魚を海へ放流したり、アジなど魚のつか
みどりやイカをさばいて一夜干しを作る体験などを楽しみました。
　また会場では、備長炭で焼いた目刺しの試食や海産物などの販売、
抽選会も行われ大変なにぎわいでした。

が披露されました。皆さんは地域の方との交流や
憩いの場として毎年楽しみにされていて、夏の楽
しい思い出のひとつになったようでした。
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●なずな（堀江敏幸）●紅梅
（津村節子）●詩の礫（和合
亮一）●ヒトラーの最期（Ｅ・ル
ジェフスカヤ）●アトピー子も安
心の毎日ごはん（渡辺雅美）
●干し野菜百科（濱田美里）
●川魚飼育のすべて（秋山信
彦・北野忠）

　著者が２歳と５歳の子ども
と楽しく遊んだ５年間の記
録。足形取り、あみだくじ、
家族すごろくなど、からだや
身近なものをつかった６０種
類のあそびを紹介してくれま
す。どれも、楽しい笑い声が
聞こえてきそうなものばかり
です。●万里の長城（加古里子）

●非武装地帯に春が来ると
（イ・オクベ）●ノアの箱舟（ツ
ヴェルガー）●津波ものがたり
（山下文男）●電車で行こう！
（豊田巧）●女王さまがおまち
かね（菅野雪虫）●図書館で
調べる（高田高史）●Ｎｏ．６完
全ガイド（あさのあつこ）
●あそぼうよ（レオ＝レオニ）

●野菜観察便利帳（岩槻秀
明）●ばいきんあたろー（村上
しいこ）●ぼくもおにいちゃんに
なりたいな（アストリッド･リンドグ
レーン）

　だまっていても、ちゃんと働いてくれている
私たちの体。歯、目、口、脳、手、足など、よく
知って、体がよろこぶ暮らしかたをしろう！

　秋は空が澄み渡り、月も星も一番良くみえ
る季節です。神秘的で不思議な月や星ぼしの
世界を楽しんでみませんか。天体観測や暦、
星の伝説の本などを紹介します。

「空を見上げて」

「からだはふしぎ」

74-3283
72-1410

芥川龍之介／作
宮本順子／絵（偕成社）

　ある雨の晩、魔術師ミスラ
君が見せてくれたふしぎな魔
法の数々。私はミスラ君に魔法
を習い、友人たちの前で石炭
を金貨にしてみせたが・・・。
「欲」をテーマにした芥川龍之
介の名作を絵本で！

魔　術

な
に
し
て
あ
そ
ぶ
？

福
知
さ
ん
ち
の
親
子
あ
そ
び
日
記

福知伸夫（福音館書店）

　見た目の良さも気になるけ
れど、どんなに中身が良くて
も見た目に気を使ってても、
印象がきついとかオドオドし
ていると思われては、せっか
くの人生損をしています。感
じがいい人ほど仕事や出会
いのチャンスがあるのです！
顔トレをして顔グセを変えて、
もっとステキな仲間が集まる
自分になりませんか。

重
田
み
ゆ
き

　
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

●ネズミと害虫退治の科学
（中井多喜雄）●初めてでもで
きる「会計」（宮田昌一）
●田部井淳子の楽しい！山登
り入門（田部井淳子）

顔
グ
セ
の
法
則

　今年も、多くの方が見
てくださいました。

　素敵な絵皿ができまし
た。秋に展示しますか
ら、見に来て下さいね。

楽しくつくろう！
紙皿えほん

調べる学習コンクール
入賞作品展示

カレンダー９

　みなべの海の豊かさを実感！
大事にしたいとみんなが思った
ようです。

チリメンモンスターを
さがせ！

９月７日（水）
午後３時から

●３日（土）わくわくタイム（10:30～）
　おはなし会（14:00～）

●10月1日（土）
　わくわくタイム（10:30～）
　おはなし会（14:00～）

●30日（金）休館（月末整理日）
●26日（月）休館

●24日（土）ビデオ上映会（10：30～）
　おはなし会（14:00～）

●23日（金）秋分の日　特別開館

●22日（木）ちいさいひとのための
　おはなし会（0～3歳）（10:30～）

●20日（火）休館
●19日（月）休館（敬老の日）
●17日（土）おはなし会（14:00～）
●12日（月）休館
●10日（土）おはなし会（14:00～）

●８日（木）ちいさいひとのための
　おはなし会（0～3歳）（10:30～）

●５日（月）休館

7月27日

８月４日
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身
体
障
が
い
者
の
方
を
対
象

と
し
た
、
平
成
24
年
度
採
用
の

み
な
べ
町
職
員
１
名
（
一
般
事
務

職
）
を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

■
採
用
人
員

　

一
般
事
務
職　

１
名

■
受
験
資
格

　

昭
和
47
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、
以
下
の
ア
か
ら
ウ

の
条
件
を
満
た
す
人

ア　

身
体
障
が
い
者
手
帳
（
１

級
～
４
級
）
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

イ　

自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、

介
護
者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が

可
能
で
あ
る
人

ウ　

み
な
べ
町
内
に
居
住
し
て

い
る
人
（
就
学
等
の
た
め
一
時

的
に
町
外
に
居
住
し
て
い
る
人

を
含
む
。）

　

但
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

②
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

③
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
る
ま
で
の
人

④
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後

に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は

そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴

力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す

る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成

し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
人

■
試
験
日
及
び
試
験
方
法
等

⑴
第
１
次
試
験　

10
月
16
日（
日
）

　

筆
記
試
験　
［
教
養
（
高
校
卒

業
程
度
）］、
面
接
試
験

⑵
第
２
次
試
験
（
試
験
日
は
第

１
次
試
験
合
格
者
の
方
に
の
み

別
途
通
知
し
ま
す
）
作
文
試
験

■
申
込
方
法

⑴
申
込
受
付
期
間　

９
月
１
日

（
木
）
～
９
月
14
日
（
水
）（
土
・

日
曜
日
除
く
）　

午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
ま
で

⑵
提
出
書
類

　

①
平
成
23
年
度
み
な
べ
町
職

員
採
用
試
験
申
込
書
（
役
場
総

務
課
に
あ
り
ま
す
）　

②
履
歴
書

社
会
生
活
基
本
調
査

　

実
施
の
お
し
ら
せ

身
体
障
が
い
者
の
方
を
対
象
と
し
た

　

み
な
べ
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

　
　
　

申
込
受
付
期
間
は
９
月
１
日
～
９
月
14
日

　

こ
の
調
査
は
、
わ
た
し
た
ち

が
日
々
ど
の
く
ら
い
の
時
間
を

総
務
課（　
72
━
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

⑶
提
出
先

　

〒
６
４
５
─
０
０
０
２

　
　

み
な
べ
町
芝
７
４
２
番
地

　
　
　

み
な
べ
町
役
場
総
務
課

⑷
提
出
方
法

　

提
出
先
へ
直
接
持
参
す
る
か
、

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
の
場
合
は
、
必
ず
「
簡

易
書
留
郵
便
」
と
し
、
封
筒
の

表
に
「
採
用
試
験
受
験
申
込
み
」

と
朱
書
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

場
合
、
９
月
14
日
（
水
）
ま
で

の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受

け
付
け
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
総
務
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

仕
事
や
学
業
、
家
事
に
費
や
し

て
い
る
か
や
、
過
去
一
年
間
の

自
由
時
間
に
ど
の
よ
う
な
活
動

を
行
っ
た
か
に
つ
い
て
調
査
し
、

そ
の
結
果
は
、
仕
事
と
生
活
の
調

和
の
推
進
、
少
子
高
齢
化
対
策
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
な

ど
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

10
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け

て
、
調
査
員
が
調
査
対
象
世
帯

（
東
岩
代
地
区
の
一
部
）
に
伺
い

ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
調
査
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

く
わ
し
い
こ
と
は
、
和
歌
山

県
企
画
部
企
画
政
策
局
調
査
統

計
課
（
℡
０
７
３
─
４
４
１
─

２
３
８
８
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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救
急
医
療
及
び
救
急
業
務
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
９
月
９
日
を
「
救
急
の
日
」
と
定
め
、

こ
の
日
を
含
む
一
週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」

　
　
　

考
え
よ
う
・
み
ん
な
の
救
急

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー（　
74
━
３
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

救
急
車
の
利
用
方
法

◆
救
急
車
を
正
し
く
利
用
し
ま

し
ょ
う

　

救
急
車
は
命
に
か
か
わ
る
よ

う
な
重
い
病
気
や
け
が
の
方
を
、

一
刻
も
早
く
病
院
へ
搬
送
す
る

た
め
に
、
ほ
か
に
手
段
が
な
い

場
合
に
利
用
す
る
車
両
で
す
。

軽
い
病
気
や
け
が
な
ど
で
利
用

す
る
と
、
本
当
に
救
急
車
が
必

要
な
方
が
使
え
ま
せ
ん
。
適
切

な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
救
急
車
利
用
の
対
象
と
な
る

傷
病
者
は
？

　

救
急
車
利
用
の
対
象
と
な
る

け
が
人
や
急
病
人
は
、
医
療
機

関
な
ど
に
緊
急
に
搬
送
す
る
必

要
が
あ
る
次
の
よ
う
な
方
で
す
。

○
災
害
で
生
じ
た
事
故
の
傷
病

者　

○
屋
外
や
公
衆
の
出
入
り

す
る
場
所
で
生
じ
た
事
故
の
傷

病
者　

○
生
命
の
危
険
や
著
し

く
悪
化
す
る
恐
れ
の
あ
る
症
状

を
示
す
疾
病
の
傷
病
者
で
、
迅

速
に
搬
送
す
る
適
当
な
手
段
が

な
い
方

◆
次
の
よ
う
な
場
合
は
救
急
車

を
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い

○
緊
急
性
の
な
い
軽
い
け
が
や

病
気　

○
自
家
用
車
や
タ
ク

シ
ー
で
医
療
機
関
な
ど
に
行
け

る
と
き　

　

た
だ
し
、
判
断
に
迷
っ
た
と

き
は
、
救
急
車
を
要
請
し
て
く

だ
さ
い
。

９
月
13
日

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
会

　

９
月
13
日
（
火
）、
役
場
第
１

庁
舎
で
献
血
を
お
こ
な
い
ま
す
。

（
く
わ
し
く
は
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

　

そ
の
と
き
同
時
に
、
田
辺
保

健
所
が
、
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー

登
録
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。（
午

前
10
時
～
12
時
・
午
後
１
時
〜

３
時
ま
で
）

　

ド
ナ
ー
登
録
で
き
る
の
は
、

18
歳
以
上
54
歳
以
下
の
健
康
な

方
で
、
体
重
が
男
性
は
45
キ
ロ

以
上
、
女
性
は
40
キ
ロ
以
上
の

方
で
す
。

　

当
日
、
登
録
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
場
合
、
献
血
と
同
時

に
２
cc
の
血
液
を
採
血
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
田
辺
保
健
所
・

健
康
安
全
グ
ル
ー
プ
（
℡
26
─

７
９
３
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う
の

　

気
持
ち
を
こ
め
て
・・・

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　

事
業
実
施
中
！

　

赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
た
あ
な

た
の
家
庭
に
、
地
域
の
母
子
保

健
推
進
員
や
助
産
師
、
保
健
師

が
訪
問
し
ま
す
。（
対
象
は
、
お

お
む
ね
生
後
４
か
月
を
迎
え
る

ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
家
庭

で
す
。）

　

育
児
に
関
す
る
不
安
や
悩
み

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
対
象
家
庭

に
は
連
絡
し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

産
業
課（　
72
━
１
３
３
７
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL

鶴
の
湯
温
泉

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

「
９
月
26
日
～
10
月
14
日
ま
で
」

　

鶴
の
湯
温
泉
は
、
９
月
26
日

（
月
）
か
ら
10
月
14
日
（
金
）
ま

で
の
19
日
間
、
施
設
修
繕
工
事

の
た
め
、
宿
泊
施
設
・
温
泉
施

設
と
も
臨
時
休
館
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

尚
、
工
事
が
早
く
完
了
し
た

場
合
は
、
開
館
を
早
め
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
予
約
を

希
望
さ
れ
る
方
は
一
度
ご
連
絡

い
た
だ
き
ご
確
認
下
さ
い
。

　
（
鶴
の
湯
温
泉　

℡
０
７
３
９

─
75
─
２
１
８
０
）

か
ら
お
知
ら
せ

教
育
学
習
課（　
74
━
３
１
３
４
）

TEL

９
月
10
日
、11
日

絵
画
展
＆
く
ふ
う
展
を

開
催
し
ま
す

　

９
月
10
日
（
土
）、11
日
（
日
）

の
２
日
間
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
谷
口
）
で
、
第
17
回
未
来
の
科

学
の
夢
絵
画
展
と
第
18
回
発
明

発
見
創
意
く
ふ
う
展
を
開
催
し

ま
す
。

　

未
来
へ
の
夢
や
す
ば
ら
し
い

発
想
の
作
品
が
い
っ
ぱ
い
の
会

場
へ
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

昨
年
の
絵
画
展
＆
く
ふ
う
展　

　
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
）
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議
会
事
務
局（　
72
━
１
３
３
４
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL

　

平
成
23
年
第
３
回
町
議
会
定

例
会
（
９
月
議
会
）
は
、
９
月

12
日（
月
）か
ら
開
会
予
定
で
す
。

　

こ
の
議
会
で
は
、
平
成
22
年
度

各
会
計
の
決
算
や
、
補
正
予
算
な

ど
が
審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
各
議
員
の
一
般
質
問

も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

お
誘
い
合
わ
せ
て
傍
聴
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

開
会
や
一
般
質
問
な
ど
の
日

程
に
つ
い
て
は
、
町
内
一
斉
放

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

９
月
議
会
は

９
月
12
日
か
ら

　
　

開
会
予
定
で
す

税
務
課（　
72
━
２
１
６
２
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL

東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
方
の

「
国
税
に
関
す
る
申
告
・

納
付
等
の
期
限
」に
つ
い
て

　

岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県

の
納
税
者
の
う
ち
、
一
部
地
域

の
方
の
平
成
23
年
３
月
11
日
か

ら
９
月
29
日
ま
で
に
期
限
が
到

来
す
る
全
て
の
国
税
の
申
告
・

納
付
等
の
期
限
は
、
９
月
30
日

（
金
）
で
す
。
ま
た
、
９
月
30
日

ま
で
に
申
告
し
た
、
個
人
の
方

の
平
成
22
年
分
の
確
定
申
告
に

係
る
振
替
納
付
日
は
、
10
月
31

日
（
月
）
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
災
害
等
に
よ
り
、
期
日
ま
で

に
申
告
・
納
付
等
の
手
続
き
が

困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、
個
別

に
期
限
の
延
長
が
認
め
ら
れ
ま

す
の
で
、
税
務
署
に
ご
相
談
下

さ
い
。

＊この宝くじの収益金は、市町村の明るいまちづ
　くりや環境対策、高齢化対策など地域住民の福
　祉向上のために使われます。

宝くじオータムジャンボ

１等・前後賞 合わせて２億５０００万円！

発売期間　９月26（月）～10月14（金）
抽せん日　10月21（金）

　誰かに相談するというよりも、まず、話をすることからはじめ
ませんか？
　どんなことでもかまいません。あきらめず、１人で問題を抱え
込むのではなくて、あなたのモヤモヤ・イライラを気軽にお話し
ください。あなたの悩みの相談窓口…それが「Ｗｉｔｈ Ｙｏｕ（ウ
ィズ・ユー）」です。
　下記の日程で相談会を開催しますので、是非、この機会を活用
してください。

※申込み及び詳しい内容のお問い合わせは、
「若者総合相談窓口Ｗｉｔｈ Ｙｏｕ」（０７３－４２８－０

お
８
は

７
な

４
し

）まで。
※メール申込みの場合は、ht tp : / /w i t h - y ou -wakayama . j p

■実施会場・日程
　日高振興局３階小会議室Ｂ　９月16日（金）　平成24年１月13日（金）
■受付期間
　開催日の３日前まで随時（各回募集は５名とし、先着順）

「若者総合相談窓口　Ｗｉｔｈ Ｙｏｕ」
地方相談会を開催します
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か
つ
ら
ぎ
町
に
あ
る
和
歌
山

県
農
業
大
学
校（
専
修
学
校
）が
、

来
年
度
の
学
生
を
次
の
通
り
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

40
名	

■
受
験
資
格　

原
則
と
し
て
県

内
に
住
所
を
有
し
、
高
等
学
校

等
を
卒
業
ま
た
は
平
成
24
年
３

月
に
卒
業
見
込
み
の
方
（
一
般

入
試
）

■
願
書
受
付
①
と
試
験
日
②

▼
推
薦
入
試　

①
10
月
19
日

（
水
）
～
11
月
２
日
（
水
） 

②
11

月
９
日
（
水
）

▼
一
般
入
試　

①
12
月
１
日

（
木
）
～
12
月
15
日
（
木
） 

②
12

月
20
日
（
火
）

　

く
わ
し
く
は
、
同
校
総
務
学

生
課
（
℡
０
７
３
６
─
22
─
２

２
０
３
）、
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度

　

県
農
業
大
学
校
学
生
募
集

日　　時：９月１６日（金）10：00 ～ 11：00
場　　所：ふれ愛センター
対　　象：妊婦または小さなお子さんの保護者
受付期間：９月１日（木）～９月９日（金）
　　　　　※申し込みが必要です
申込先：こひつじランド（愛之園保育園内）（℡72－2371）
持ち物：お茶・上くつ

「マ　マ　ヨ　ガ」

日　　時：９月２８日（水）13:30 ～ 15:00
場　　所：ふれ愛センター
対　　象：妊婦または１歳未満のお子さんの保護者
受付期間：９月１日（木）～９月２２日（木）
　　　　　（先着 20 名）※申し込みが必要です
申込先：こひつじランド（愛之園保育園内）（℡72－2371）
持ち物：タオル 1 ～ 2 枚、バスタオル 1 枚

プレママ＆フレッシュママ交流事業
『ベビーマッサージ』

日　時：９月１５日（木）13：30 ～ 15：00
場　所：こひつじランド（埴田、愛之園保育園内）
対　象：妊婦または小さなお子さんの保護者
内　容：①胎児ちゃん人形でおなかの赤ちゃんを
　　　　　イメージしよう
　　　　②出産に向けて助産師からのアドバイス

「マタニティー＆ベビーサロン」

　健康意識を高め、健康づくりに向けた取組を実践
していきましょう。
　健康づくりに関するご相談は　保健福祉センター
保健師まで（℡７４－３３３７）

９月は健康増進普及月間統一標語

「１に運動  ２に食事  しっかり禁煙  最後にクスリ
　　　　　　　～健康寿命を延ばしましょう～　」

自
衛
隊
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　

自
衛
隊
が
平
成
23
年
度
自
衛

官
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
そ

れ
ぞ
れ
行
い
ま
す
。（
①
応
募
資

格
②
受
付
期
間
③
内
容
）

●
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
②
９
月

27
日
ま
で
③
任
期
制
で
自
衛
官

に
な
る
一
般
的
コ
ー
ス
。
陸
は

２
年
、
海
・
空
は
３
年
。

●
防
衛
大
学
校
学
生

①
18
歳
以
上
21
歳
未
満
②
９
月
５

日
～
９
月
30
日
③
部
隊
の
指
揮
を

す
る
幹
部
自
衛
官
を
養
成

●
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

①
18
歳
以
上
21
歳
未
満
②
９
月

５
日
～
９
月
30
日
③
６
年
間
で

幹
部
自
衛
官
医
師
を
養
成

●
看
護
学
生

①
18
歳
以
上
24
歳
未
満
②
９
月

５
日
～
９
月
30
日
③
３
年
間
で

正
看
護
師
を
養
成

＊
全
て
高
卒
見
込
者
を
含
む
。

◇
採
用
試
験
説
明
会
を
開
催

○
日
時
＝
９
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
15
時

○
場
所
＝
南
部
公
民
館
（
片
町
）

○
説
明
内
容
＝
右
記
各
コ
ー
ス

の
説
明
の
他
、
進
路
相
談
等

○
対
象
＝
18
歳
～
27
歳
未
満（
保

護
者
の
方
で
も
結
構
で
す
）

　

お
問
い
合
わ
せ
は
自
衛
隊
御

坊
地
域
事
務
所
（
℡
０
７
３
８

　

犯
罪
や
交
通
事
故
な
ど
に
遭

わ
れ
た
被
害
者
の
方
や
そ
の
ご

家
族
の
方
々
を
支
援
し
ま
す
。

○
日
時
＝
10
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
16
時

○
場
所
＝
田
辺
市
民
総
合
セ
ン

タ
ー

○
内
容
＝
犯
罪
や
交
通
事
故
な

ど
の
被
害
者
や
親
族
の
方
に
よ

る
電
話
ま
た
は
面
接
相
談
。

　

弁
護
士
、
臨
床
心
理
士
、
犯

罪
被
害
相
談
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。（
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
）

○
電
話
相
談
＝
０
７
３
９
─
81

─
０
５
５
５
（
当
日
お
電
話
下

さ
い
）

○
面
接
相
談
＝
で
き
る
だ
け
事

前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

面
接
の
事
前
予
約
、
そ
の
他

お
問
い
合
わ
せ
は
紀
の
国
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
７
３

─
４
２
７
─
１
０
０
０
）
へ
。

　

紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

（http://kinokuni-vsc.net

）

被
害
者
支
援

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

─
23
─
０
０
２
０
）
ま
た
は
役

場
総
務
課
へ
。
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　特定健診を受診された方で、メタボリックシン
ドローム（内臓脂肪症候群）該当者のうち、治療
中の方を除き、保健指導の必要な方に特定保健指
導「健康塾」をおすすめしています。
　教室は、９月から来年２月までを予定し、メタ
ボリックシンドロームの改善のお手伝いをしてい
きます。

『健康塾』が始まります！『健康塾』が始まります！特定保健指導特定保健指導

　中学１年生から高校１年生相当の女子のみなさん、子
宮頸がん予防ワクチンの接種はお済みですか？
　平成23年度（平成24年3月31日まで）に限り、接種助成
を行っています。
　３回の接種が必要ですので、希望される方はお早目に
町内指定医療機関へ予約してください。

子宮頸がん予防ワクチン子宮頸がん予防ワクチン

　　　　　　　　　　　　　　献血の際、恐れ
入りますが、献血カードまたは本人であることを証明
できるもの（運転免許証など）をご持参ください。

※対象のお子さんには、案内状（予診票同封）を送っています。
（７歳半までで未接種のお子さんも接種してください）

（平成23年4月・5月生まれ）９月13日（火）

９月14日（水）

９月20日（火）

９月21日（水）

13：00～13：30４ か 月 児 健 診

（平成22年10月・11月生まれ） 13：00～13：30
1 0 か 月 児 健 診

（平成21年2月・3月生まれ） 13：00～13：30
２歳６か月児歯科健診

（平成20年2月・3月生まれ） 13：00～13：30
３歳６か月児健診

９月 ７日（水）

平成17年4月2日～18年4月1日生まれのお子さん
（幼・保、年長児相当）

13：00～13：20
９月27日（火）

麻しん風しん混合（２期）

ポ 　 　リ　 　 オ
９月 ９日（金）
９月29日（木）

平成22年6月11日～23年5月31日生まれのお子さん

13：00～13：20

９月のおひさま広場（保育所開放）

２日（金）10：00～11：00（℡ 75-2044）◆高城保育所
８日（木）10：00～11：00（℡ 76-2251）◆清川保育所

１・15日（木）10：00～11：00（℡ 74-3022）◆上南部保育所
（清川保は雨天中止）

〔南部保育所はお休み〕

外で自由遊び

12日（月）10：00～11：00◆ 〃 　 お月見会

26日（月） 9：30～11：00（℡ 72-2371）◆愛之園保育園
磯遊び（雨天中止）※申込必要

９月13日（火）13：30～16：30
9：30～12：00

※13日、20日は、南部中３年生が
思春期体験学習で健診のお手伝いをします。

トレーニング教室　～はあと館（社会福祉センター）～
9月2日（金）・9日（金）・16日（金）・30日（金） 18：00～21：00

　運動療法やアロマ、自律訓練法、リラクゼー
ションを取り入れ、「心をゆるめる事により過食
を防ぐ」という観点で、楽しい教室を10回予定し
ています。
　健康づくり、メタボリックシンドロームの改善
や予防のために、ぜひご参加ください。
※申し込みは不要です。タオル・飲み物を持参
し、動きやすい服装でお越しください。

健康づくり　いきいき講座

「癒しのストレッチ教室」

◆日　時：９月21日～12月７日（毎週水曜日）
　　　　　午後７時～９時
◆場　所：ふれ愛センター（東本庄）
◆講　師：カダラ　ナゼル　セラピスト　
　　　　　岡崎仁美さん（田辺市）

どなたでも参加でき
ます

9月10日（土）～16日（金）は

～ あなたにもできる自殺予防のための行動 ～
〔気づき〕 家族や仲間の変化に気づいて、声をかける
〔傾　聴〕 本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける
〔つなぎ〕 早めに専門家に相談するように促す
〔見守り〕 温かく寄り添いながら、じっくりと見守る

「自殺予防週間」
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９月の消費生活相談会
９日（金）13：00～16：00
役場第1庁舎で
消費生活相談
（県消費生活センター相談員）

９月の人権・行政相談
６日（火）13：30～15：30
ふれ愛センターで
人権相談（人権擁護委員）
行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身に
相談にのってくれます。
　また行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる問題
については、地域担当の民生児
童委員さんと一体になって活動
する主任児童委員さんもいます。
近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

９月の県による巡回職業相談
22日（木）13：30～15：30
南部公民館（片町）で

　相談員が求人情報を提供、ま
た求職の相談を受けます。
　くわしくは、日高振興局企画産
業課（℡0738 -24 -2946）へ。

９月は

第２土曜日　午前9：30～午後4：00
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
月～金曜日　午前8：30～午後5：15

防災の日

救急の日

老人の日水路記念日

食育の日

製品安全点検日

下水道の日 警察相談の日

◆愛之園保、園外保育＆
　おひさま広場（保育所開放）
　磯遊び（9：30～）

◆ひかり保、南部幼、始業式
◆上南部保、
　おひさま広場（保育所開放）
　外で自由遊び（10：00～）
◆町内各小学校、夏休み作品展
◆元気！ふれあい長寿のつどい
　（11：00～・紀州南部ロイヤルホテル）

◆清川保、
　おひさま広場（保育所開放）
　外で自由遊び（10：00～）
◆南部保、おじいちゃん・おばあ
　ちゃんと遊ぼう
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（15：30～17：30）

◆上南部保、
　おひさま広場（保育所開放）
　外で自由遊び（10：00～）
◆清川保、おじいちゃん・おばあ
　ちゃんとあそぼう
◆マタニティー＆ベビーサロン
　（13：30～・こひつじランド）

◆高城保、クッキング
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

◆上南部保、
　南部高校フィールド ワーク
◆上南部小、通学合宿（～10/1）
◆ポリオ（13：00～・ふれ愛センター）

◆愛之園保、お掃除大作戦
　（eco孫爺）
◆乳幼児の事故予防学習会
　（9：45～・ふれ愛センター）

◆高城保、
　おひさま広場（保育所開放）
　お月見会（10：00～）
◆南部幼、昼食会・お月見会
◆上南部保、お月見会
◆清川保、お月見会・クッキング
◆第3回定例町議会開会（予定）

◆南部保すみれ・あやめ組、
　クッキング
◆人権・行政相談
　（13：30～・ふれ愛センター）

◆南部中3年生、思春期体験学習
◆４か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆献血
　（9：30～12：00/13：30～16：30
　役場第１庁舎）

◆南部中3年生、思春期体験学習
◆10か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆麻しん風しん混合（2期）
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（14：30～16：30）

◆白梅幼、消防車両見学
◆高城保・清川保、交通安全教室
◆愛之園保すみれ組、クッキング
◆麻しん風しん混合（2期）
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆高城保、特養梅の里敬老訪問
◆高城保・高城小・高城中、
　交流会（読み聞かせ）
◆3歳6か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆白梅幼、彼岸参り
◆２歳６か月児歯科健診
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆いきいき講座
　「癒しのストレッチ教室」
　（19：00～・ふれ愛センター）

◆上南部中、喫煙防止教室
◆ベビーマッサージ
　（13：30～・ふれ愛センター）

◆清川小、平和学習
◆岩代小、清川小、夏休み作品展
◆高城保、
　おひさま広場（保育所開放）
　外で自由遊び（10：00～）
◆元気！ふれあい長寿のつどい
　（11：00～・紀州南部ロイヤルホテル）

◆育児講座
　「わらべうたであそぼう」
　（9：45～・ふれ愛センター）
◆ポリオ（13：00～・ふれ愛センター）
◆消費生活相談会
　（13：00～・役場第１庁舎）

◆上南部保、敬老会
　（ふれあい遊び）
◆清川保、親子遠足
◆愛之園保、埴田地区ひとり
　暮らしのお年寄り宅訪問
◆ママヨガ
　（10：00～・ふれ愛センター）
◆南部長寿大学、「安全学習」
　（南部公民館）

◆中体連新人大会（～25日）

◆白梅幼、園庭開放日
◆岩代小、アルミ缶回収作業
◆ミニチュア粘土細工
　エアートフラワー展示会
　（～30日・南部公民館）

◆第17回「未来の科学の夢絵画展」
　＆第18回「発明発見創意くふう展」
　（～11日・生涯学習センター）
◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）

◆白梅幼、園庭開放日

◆南部保、運動会
◆愛之園保、秋の園庭清掃

◆町内一斉防災訓練（朝８時の
　避難放送とサイレンを合図に
　ご参集ください）
　※清川地区は正午からの
　　訓練になります

◆清川保、
　清川地区敬老会に参加
◆紀南合唱祭（紀南文化会館）

◆上南部小・南部小、運動会
　（雨天順延）

◆白梅幼・岩代小・高城小
　清川小・上南部中・高城中
　清川中運動会
◆南部高校吹奏楽部演奏会
　（18：00～・紀南文化会館）

連絡は教育学習課
教育相談

（℡ 74－2191）へ

毎週金曜日9：00～12：00
ふれ愛センターで

育児なんでも相談（保健師）

毎週月～金曜日9：00～16：00
片町　はあと館で

暮らしなんでも相談（町社協）

９月の田辺年金事務所年金相談
10日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設

各納期　水道料金（7・8月分）/
公共下水道使用料（7・8月分）/
農業集落排水使用料（8・9月
分）の各口座振替

各納期　固定資産税（2期）/国
民健康保険税（普通徴収3期）/
介護保険料（普通徴収3期）/後
期高齢者医療保険料（普通徴
収3期）/公共下水道受益者負
担金（2期）
水道料金（7・8月分）・公共下水
道使用料（7・8月分）・農業集落
排水使用料（8・9月分）の各窓
口納付

敬老の日 秋分の日

◆夏の省エネキャンペーン（～9月30日）
◆防災週間（～9月5日）
◆建築物防災週間（～9月5日）
◆発達障害福祉月間
◆がん征圧月間
◆健康増進普及月間
◆障害者雇用支援月間
◆食生活改善普及運動
◆オゾン層保護対策推進月間
◆自賠責制度ＰＲ期間
◆船員労働安全衛生月間

◆緑の募金（～10月31日）
◆自動車点検整備推進運動強化月間（～10月31日）
◆全国一斉「高齢者・障害者の人権あんしん相談」
　強化週間（5日～11日）
◆救急医療週間（4日～10日）
◆老人週間（15日～21日）
◆動物愛護週間（20日～26日）
◆秋の全国交通安全運動（21日～30日）
◆漁船海難防止強化旬間（21日～30日）
◆結核予防週間（24日～30日）
◆環境衛生週間（24日～10月1日）
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９月の消費生活相談会
９日（金）13：00～16：00
役場第1庁舎で
消費生活相談
（県消費生活センター相談員）

９月の人権・行政相談
６日（火）13：30～15：30
ふれ愛センターで
人権相談（人権擁護委員）
行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身に
相談にのってくれます。
　また行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる問題
については、地域担当の民生児
童委員さんと一体になって活動
する主任児童委員さんもいます。
近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

９月の県による巡回職業相談
22日（木）13：30～15：30
南部公民館（片町）で

　相談員が求人情報を提供、ま
た求職の相談を受けます。
　くわしくは、日高振興局企画産
業課（℡0738 -24 -2946）へ。

９月は

第２土曜日　午前9：30～午後4：00
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
月～金曜日　午前8：30～午後5：15

防災の日

救急の日

老人の日水路記念日

食育の日

製品安全点検日

下水道の日 警察相談の日

◆愛之園保、園外保育＆
　おひさま広場（保育所開放）
　磯遊び（9：30～）

◆ひかり保、南部幼、始業式
◆上南部保、
　おひさま広場（保育所開放）
　外で自由遊び（10：00～）
◆町内各小学校、夏休み作品展
◆元気！ふれあい長寿のつどい
　（11：00～・紀州南部ロイヤルホテル）

◆清川保、
　おひさま広場（保育所開放）
　外で自由遊び（10：00～）
◆南部保、おじいちゃん・おばあ
　ちゃんと遊ぼう
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（15：30～17：30）

◆上南部保、
　おひさま広場（保育所開放）
　外で自由遊び（10：00～）
◆清川保、おじいちゃん・おばあ
　ちゃんとあそぼう
◆マタニティー＆ベビーサロン
　（13：30～・こひつじランド）

◆高城保、クッキング
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

◆上南部保、
　南部高校フィールド ワーク
◆上南部小、通学合宿（～10/1）
◆ポリオ（13：00～・ふれ愛センター）

◆愛之園保、お掃除大作戦
　（eco孫爺）
◆乳幼児の事故予防学習会
　（9：45～・ふれ愛センター）

◆高城保、
　おひさま広場（保育所開放）
　お月見会（10：00～）
◆南部幼、昼食会・お月見会
◆上南部保、お月見会
◆清川保、お月見会・クッキング
◆第3回定例町議会開会（予定）

◆南部保すみれ・あやめ組、
　クッキング
◆人権・行政相談
　（13：30～・ふれ愛センター）

◆南部中3年生、思春期体験学習
◆４か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆献血
　（9：30～12：00/13：30～16：30
　役場第１庁舎）

◆南部中3年生、思春期体験学習
◆10か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆麻しん風しん混合（2期）
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（14：30～16：30）

◆白梅幼、消防車両見学
◆高城保・清川保、交通安全教室
◆愛之園保すみれ組、クッキング
◆麻しん風しん混合（2期）
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆高城保、特養梅の里敬老訪問
◆高城保・高城小・高城中、
　交流会（読み聞かせ）
◆3歳6か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆白梅幼、彼岸参り
◆２歳６か月児歯科健診
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆いきいき講座
　「癒しのストレッチ教室」
　（19：00～・ふれ愛センター）

◆上南部中、喫煙防止教室
◆ベビーマッサージ
　（13：30～・ふれ愛センター）

◆清川小、平和学習
◆岩代小、清川小、夏休み作品展
◆高城保、
　おひさま広場（保育所開放）
　外で自由遊び（10：00～）
◆元気！ふれあい長寿のつどい
　（11：00～・紀州南部ロイヤルホテル）

◆育児講座
　「わらべうたであそぼう」
　（9：45～・ふれ愛センター）
◆ポリオ（13：00～・ふれ愛センター）
◆消費生活相談会
　（13：00～・役場第１庁舎）

◆上南部保、敬老会
　（ふれあい遊び）
◆清川保、親子遠足
◆愛之園保、埴田地区ひとり
　暮らしのお年寄り宅訪問
◆ママヨガ
　（10：00～・ふれ愛センター）
◆南部長寿大学、「安全学習」
　（南部公民館）

◆中体連新人大会（～25日）

◆白梅幼、園庭開放日
◆岩代小、アルミ缶回収作業
◆ミニチュア粘土細工
　エアートフラワー展示会
　（～30日・南部公民館）

◆第17回「未来の科学の夢絵画展」
　＆第18回「発明発見創意くふう展」
　（～11日・生涯学習センター）
◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）

◆白梅幼、園庭開放日

◆南部保、運動会
◆愛之園保、秋の園庭清掃

◆町内一斉防災訓練（朝８時の
　避難放送とサイレンを合図に
　ご参集ください）
　※清川地区は正午からの
　　訓練になります

◆清川保、
　清川地区敬老会に参加
◆紀南合唱祭（紀南文化会館）

◆上南部小・南部小、運動会
　（雨天順延）

◆白梅幼・岩代小・高城小
　清川小・上南部中・高城中
　清川中運動会
◆南部高校吹奏楽部演奏会
　（18：00～・紀南文化会館）

連絡は教育学習課
教育相談

（℡ 74－2191）へ

毎週金曜日9：00～12：00
ふれ愛センターで

育児なんでも相談（保健師）

毎週月～金曜日9：00～16：00
片町　はあと館で

暮らしなんでも相談（町社協）

９月の田辺年金事務所年金相談
10日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設

各納期　水道料金（7・8月分）/
公共下水道使用料（7・8月分）/
農業集落排水使用料（8・9月
分）の各口座振替

各納期　固定資産税（2期）/国
民健康保険税（普通徴収3期）/
介護保険料（普通徴収3期）/後
期高齢者医療保険料（普通徴
収3期）/公共下水道受益者負
担金（2期）
水道料金（7・8月分）・公共下水
道使用料（7・8月分）・農業集落
排水使用料（8・9月分）の各窓
口納付

敬老の日 秋分の日

◆夏の省エネキャンペーン（～9月30日）
◆防災週間（～9月5日）
◆建築物防災週間（～9月5日）
◆発達障害福祉月間
◆がん征圧月間
◆健康増進普及月間
◆障害者雇用支援月間
◆食生活改善普及運動
◆オゾン層保護対策推進月間
◆自賠責制度ＰＲ期間
◆船員労働安全衛生月間

◆緑の募金（～10月31日）
◆自動車点検整備推進運動強化月間（～10月31日）
◆全国一斉「高齢者・障害者の人権あんしん相談」
　強化週間（5日～11日）
◆救急医療週間（4日～10日）
◆老人週間（15日～21日）
◆動物愛護週間（20日～26日）
◆秋の全国交通安全運動（21日～30日）
◆漁船海難防止強化旬間（21日～30日）
◆結核予防週間（24日～30日）
◆環境衛生週間（24日～10月1日）
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